
指標 

Process

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子 

Ａ）開設者と直接関係のない他の病院又は診療所から紹介状

により紹介された一ヶ月間の患者数 

Ｂ）開設者と直接関係のない他の病院又は診療所への一ヶ月

間の紹介患者数 

・救急件数に左右されるため、日本病院会の定義と同じく救

急搬入は含めない。 

・診療情報提供料を算定した患者数 

分母 

一ヶ月間の初診患者数－（①救急自動車により搬送された患

者 

＋②休日又は夜間に受診した患者（休日、時間外加算患者数）

＋③健康診断を目的に受診し、治療を開始した患者） 

地域医療支援病院の紹介率・逆紹介率の初診患者数の算出方

法による 

収集 

期間 
１ヶ月毎  

調整 

方法 

紹介・逆紹介患者率 

Ａ）紹介患者率 Ｂ）逆紹介患者率

Ａ) 紹介患者率  

最小値 3.25  25％値 10.79  中央値 18.68  75％値 40.85  最大値 83.08 

Ｂ) 逆紹介患者率  

最小値 0.27  25％値 14.58  中央値 23.67  75％値 39.96  最大値 72.98 

回答病院 A)71  B）70

A 紹介患者率 

 中央値は16.58→18.68と上昇、とくに中規模以上の病院では紹介率を確実に伸ばしているところが目立ちま

した。紹介率40%以上が19施設、50%以上が11施設、60%以上が6施設ありました。全体として、地域の医療機関

からの信頼を得て紹介率をあげる取り組みが奏功しているものと思われます。 

B 逆紹介患者率  

 中央値は21.76→23.67と増加しています。60%以上の施設が8施設あり、そのほとんどで逆紹介率をさらに伸

ばしています。一方で大半の施設が30%以下で推移しており、その中では比較的規模の大きい病院も含まれてお

り、逆紹介のためのノウハウの共有が必要と考えられます。紹介率が増えているが逆紹介率は減っている、紹

介率も逆紹介率も増えている、どちらも減っている、など様々なパターンが見られましたが、地域の実情にあ

った機能を改めて明確化するきっかけにこの指標を活用いただきたいです。 

56

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

考察 

・他の医療機関との連携、機能分化を促すための指標 
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